
【生産性の向上】
・従業員1人当たり付加価値額を2027年３月までに8.86％向上させる。

【財務の健全性】
・有利子負債/キャッシュフロー 1.6倍
・経常収支比率 105.9％

【新商品の販売及び新たな役務の提供】
・新商品の販売及び新たな役務の提供の売上高を計画最終年度（2026年度）にお
いて、総売上高比 1.43％以上とする。

【計画の実施期間】
・2024年４月～2027年３月

トヨタCW和歌山ホールディングス株式会社は事業の管理部門を、会社分割により、
その子会社で自動車の販売を行っているトヨタカローラ和歌山株式会社から承継す
る。また、トヨタCW和歌山ホールディングス株式会社は資産の譲渡により、その子会
社で自動車部品等の販売を行っている和歌山自動車株式会社から不動産を承継す
る。
これにより、トヨタCW和歌山ホールディングス株式会社において子会社であるトヨタ
カローラ和歌山株式会社と和歌山自動車株式会社の経営管理機能、資産管理機能
および各社シェアードサービス機能を持たせ事業の効率化を図り、ホールディング一
体となり、新商品の販売、新たな役務の提供を行うことで、経営資源の最適配置、生
産性の向上を図り、企業価値の更なる向上を目指す。

トヨタCW和歌山ホールディングス株式会社の「事業再編計画」のポイント

令和６年３月１９日
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